
議会かわら版 
第1常任委員会が岩手県に視察に行きました。 

7月4日（水） 岩手県遠野市 

“住んでてよかった これからも住み続けたい” まちづくりを 
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この記事は、議会広報常任委員会お知らせ掲示板・HP作業班が作成しています。 

7月後半の動向 
 

   

19日（木）第2常任委員会 

23日（月）第1常任委員会 

26日（木）議員定数に関する 

        特別委員会小委員会 

27日（金）議会運営委員会 

28日（土）るもい呑涛まつり 

      （やん衆あんどん参加） 

31日（火）第3回臨時会 

31日（火）公共施設に関する 

           調査研究会議 

 ※第２常任委員会は10月に視察予定 

岩手県滝沢市 

7月5日（木） 岩手県紫波町 

「道の駅 遠野風の丘」 

遠野ジンギスカン、地酒、地ビー 
ルなど特産品の販売の他、 
東日本大震災の発災時、沿岸 
被災地の後方支援拠点として 

機能し、広域防災拠点として高度
な防災機能を分担したことなどが
評価され、2015年に『全国モデル

道の駅』に選定された。 

「ビッグルーフ滝沢」 
この施設は、３つのゾーンに分か
れており、大ホールや会議室など
のコミュニティセンター、図書館、 

アンテナショップとしての役割を担
う、たきざわキッチン（産直、物販、
ライブキッチン、レストラン）で構成
された、訪れた人が「わくわく」する
様々な要素が盛り込まれた複合型
の施設です。 

紫波町の人口は約3万
3000人で食糧自給率
170％という農業が盛ん

な土地であり盛岡市の
ベッドタウンとして発展
してきた一方、高齢化
や厳しい財政という課
題も抱えていた。 

「オガール紫波」 

紫波町が起死回生の
策として仕掛けたのが、
オガールプロジェクトで
ある。ホテルとバレー
ボール専用体育館、芝
生の広場と図書館や産
直マルシェなどが入っ
た「オガールプラザ」な
どがオープンし連日多く
の人で賑わっています。 

「議員研修会」と「議員定数に関する 

市民と議会の意見交換会」を開催しました。 

6月29日（金）に北海道大学名誉教授 神原 勝氏を迎え

「最近の議会改革の流れ、今後の展望等」のテーマで

講演をしていただきました。神原教授の講演のあと市内

各団体の方々と意見を交換 

しました。ご参加頂いた皆様 

お忙しい中ご参加頂き、誠に 

ありがとうございます。 
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